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１.	はじめに

　近年，異常気温の発生頻度が上昇している。気象庁の
「異常気象レポート2014」では，異常気象を基本的に30
年に１回の出現数として定義し，統計解析を行ってい 

る１）。同レポートでは日本の年平均気温の長期的な上昇
傾向が示されていると共に，異常高温の出現数の増加お
よび異常低温の出現数の減少が示されている。
　建築設備の分野において外気温度が建物に与える影響
は大きい。建築設備設計においては外皮の熱負荷や外気
負荷に影響し，機器選定などに影響する。建物維持管理
においては居室内の温熱環境を適切に保つ際に影響する。
　本稿では近年の異常気温による建物の冷暖房負荷に与
える影響を考察する。

２.	デグリーデーの経年変化

　異常気温による建物の冷暖房負荷の影響を分析するた
め，デグリーデーの経年変化から冷暖房負荷の時系列推
移を考察する。

２.１　デグリーデーとは

　デグリーデー（度日）は，その地域の寒暖の指標で，
建物の冷暖房に必要な概算熱量などの計算に用いられる。
単位は（℃日）で示される。
　図１にデグリーデーの定義を示す。冷房デグリーデー
は，対象地域の統計上の日平均気温θo（i）が冷房設計室
温θrc以上となる冷房日数m日間について（θo（i）-θrc）
を合計したものである。暖房デグリーデーは，対象地域
の統計上の日平均気温θo（i）が暖房設計室温θrh以下とな

る暖房日数n日間について（θrh－θo（i））を合計したも
のである。本稿では冷房設計室温θrcを24℃，暖房設計
室温θrhを18℃とした。

２.２	 代表都市におけるデグリーデーの経年変化

　日本の代表都市として９都市（札幌，仙台，東京，新
潟，名古屋，大阪，広島，福岡，那覇）を対象に，各都
市のデグリーデーの経年変化の傾向を分析した。デグリ
ーデーの計算期間は1900～2019年の120年間とした。計
算には気象庁HPから過去の日平均気温をダウンロード
し，使用した２）。なお，気象データには，品質情報が正
常値と準正常値であるものを使用した３）。
　図２に代表都市におけるデグリーデーの経年変化を示
す。冷房デグリーデーは，いずれの都市においても増加
傾向にある。また，暖房デグリーデーについてはいずれ
の都市においても減少傾向がみられた。

２.３　年代平均デグリーデーの比較

　47都道府県の県庁所在地を対象に，1990～2019年の30
年間の各年代の平均デグリーデーの傾向を分析した。デ
グリーデーの計算には前項同様に気象庁の日平均気温デ
ータを使用した。
　図３，４に年代平均の冷房デグリーデー，暖房デグリ
ーデーを示す。図３，４共に左から1990年代，2000年代，
2010年代の平均デグリーデーを示している。また，左図
の色凡例は平均デグリーデー，中図および右図の色凡例
は1990年代平均デグリーデーに対する2000年代，2010年
代の平均デグリーデー増減率を示している。
　図３より2010年代平均の冷房デグリーデーは，1990年
代平均に比べて全国的に増加している。特に東日本にお
いて増加率が高い傾向がみられる。札幌および東北各県
では増加率が50％を超えている。
　図４より2010年代平均の暖房デグリーデーは，1990年
代平均に比べて全国的に減少している。減少率はほとん
どが５％未満であり，冷房デグリーデーに比べて変化率
は小さい。
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図１　デグリーデーの定義
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図２　代表都市のデグリーデーの経年変化（計算期間：1900～2019年）
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図4　年代平均暖房デグリーデー（図中の数字は暖房デグリーデー）

図3　年代平均冷房デグリーデー（図中の数字は冷房デグリーデー）

2000年代 2010年代

188

291

356

324

284

234

411

187

287

147

213

192

265

296

202

258200

612

177

206

113

300

13

66 32

26

54

92

246

292

332

342

289

253

393

110

226

303

184

262

247

275

289

125

251

294246

642

224

258

173

320

28

73

59

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

2000年代 2010年代

1,539

1,187

1,420

1,325

3,497

1,746

1,017

2,698

1,842

2,144

2,100

3,142

3,055

1,374

1,418

2,721

1,891

1,607

1,472

2,356

116

1,500

1,203

1,446

1,340

3,456

1,767

1,027

2,711

1,832

2,209

2,023

3,076

3,022

1,342

1,437

2,680

1,865

1,609

1,478

2,313

119

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

1990年代

186

308

295

281

249

207

358

168

264

142

210

183

223

265

196

242190

581

155

190

118

294

17

67 37

35

66

95

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

1990年代

1,561

1,184

1,464

1,376

3,489

1,770

1,063

2,715

1,858

2,157

2,112

3,114

3,002

1,387

1,502

1,297

2,727

1,882

1,628

1,461

2,342

123

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

-100 100
冷房デグリーデー増減率［%］（基準：1990年代）

-10 10

暖房デグリーデー（℃日）

0 500

0 3,600

冷房デグリーデー（1990 年代平均） 1990年代平均に対する増減率

暖房デグリーデー（1990 年代平均） 1990年代平均に対する増減率

冷房デグリーデー（℃日）

暖房デグリーデー増減率［%］（基準：1990年代）

2000年代 2010年代

188

291

356

324

284

234

411

187

287

147

213

192

265

296

202

258200

612

177

206

113

300

13

66 32

26

54

92

246

292

332

342

289

253

393

110

226

303

184

262

247

275

289

125

251

294246

642

224

258

173

320

28

73

59

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

2000年代 2010年代

1,539

1,187

1,420

1,325

3,497

1,746

1,017

2,698

1,842

2,144

2,100

3,142

3,055

1,374

1,418

2,721

1,891

1,607

1,472

2,356

116

1,500

1,203

1,446

1,340

3,456

1,767

1,027

2,711

1,832

2,209

2,023

3,076

3,022

1,342

1,437

2,680

1,865

1,609

1,478

2,313

119

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

1990年代

186

308

295

281

249

207

358

168

264

142

210

183

223

265

196

242190

581

155

190

118

294

17

67 37

35

66

95

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

1990年代

1,561

1,184

1,464

1,376

3,489

1,770

1,063

2,715

1,858

2,157

2,112

3,114

3,002

1,387

1,502

1,297

2,727

1,882

1,628

1,461

2,342

123

© 2020 Mapbox © OpenStreetMap

-100 100
冷房デグリーデー増減率［%］（基準：1990年代）

-10 10

暖房デグリーデー（℃日）

0 500

0 3,600

冷房デグリーデー（1990 年代平均） 1990年代平均に対する増減率

暖房デグリーデー（1990 年代平均） 1990年代平均に対する増減率

冷房デグリーデー（℃日）

暖房デグリーデー増減率［%］（基準：1990年代）



Annual Report No. 31, June 2020, NTT Facilities Research Institute　41

てはいずれの都市においても減少傾向がみられた。
・47都道府県の県庁所在地を対象に，1990～2019年の30
年間の各年代の平均デグリーデーの傾向を分析した。
2010年代平均の冷房デグリーデーは，1990年代平均に
比べて全国的に増加している。特に東日本において増
加率が高い。2010年代平均の暖房デグリーデーは，
1990年代平均に比べて全国的に微減となっている。
・９都市における2010年代の５月の月平均日最大気温差
が，札幌と広島と那覇を除き，他の年代に比べて大き
い傾向がみられる。５月は午後に急激な冷房需要が発
生する頻度が高くなっている可能性がある。
　

３.	１日の気温差

　建物維持管理では居室内の温熱環境を適切に保つため
気温変化に注目する必要がある。そこで，ここでは１日
の気温差の傾向を分析した。１日の気温差を日最高気温
と日最低気温の差とした。分析方法は９都市（札幌，仙
台，東京，新潟，名古屋，大阪，広島，福岡，那覇）を
対象に，1990～2019年の30年間の各年代の月平均の日最
大気温差を算出した。計算には気象庁の日最高気温およ
び日最低気温データを使用した。
　図５に月平均日最大気温差を示す。2010年代における
５月の月平均日最大気温差が，札幌と広島と那覇を除き，
他の年代に比べて大きい傾向がみられる。５月は中間期
であることから冷房負荷は比較的少ない時期であるが，
前述の傾向から１日の気温変化が大きいと，午後に冷房
需要が急増する可能性が高い。朝方は冷房負荷が少ない
気温であっても昼間に気温が急激に上昇し，冷房需要が
急増する頻度が高くなっていると考えられることから，建
物維持管理者は居室の室温管理などで注意が必要となる。
　

４.	おわりに

　本稿では近年の異常気温による建物の冷暖房負荷に与
える影響を考察した。以下に得られた知見を示す。
・９都市（札幌，仙台，東京，新潟，名古屋，大阪，広
島，福岡，那覇）のデグリーデーの経年変化の傾向を
分析した。冷房デグリーデーは，いずれの都市におい
ても増加傾向にある。また，暖房デグリーデーについ
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Synopsis

Consideration of Air-conditioning Load in the Abnormal Temperatures of Recent Years

Shunsuke KAIDO

Recent years have seen increasingly frequent occurrence of abnormal temperatures. Japan is seeing a trend of long-term increases in the 

average temperature and the frequency of abnormally high temperatures.

In the field of building equipment, atmospheric temperature has a significant impact on buildings. The outdoor air load influences factors 

such as the selection of equipment in building equipment design. This load is also an important consideration in maintaining an appropriate 

indoor thermal environment in building maintenance and management.

The purpose of this paper is to consider the impact of the abnormal temperatures of recent years on the air-conditioning load in buildings. 

The findings of this report are listed below.

・�The trends of degree-day changes over the years in nine cities nationwide were analyzed. In all the target cities, the cooling degree day 

showed a rising trend. Moreover, the heating degree day showed a falling trend.

・�Average degree-day trends over the thirty years between 1990 and 2020 in the prefectural capitals of the 47 administrative divisions were 

analyzed. The average cooling degree day in the 2010’s was higher than that of the 1990’s nationwide. Increases were particularly marked in 

eastern Japan. The average heating degree day in the 2010’s was slightly lower than that of the 1990’s nationwide.

・�With the exception of Sapporo, Hiroshima and Naha, the average difference in the daily temperature in May in the 2010's in the nine cities 

showed a higher trend than in other periods. 

This may point to a sharp rise in the the frequency of demand for cooling in May in the afternoon.




